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●「ビワタカシマ素材展」開催 

１１月１１日（木）、１２日（金）の２日間、大阪綿業会館において滋賀の高島組合主催の

「第３６回ビワタカシマ２０２３年春夏素材展」が開催された。出展企業は、川島織布、木村織

物、駒田織布、坂尾織物、杉岡織布、高麻、本庄織布、マスダ。ほかに高島晒協業組合も

出展。 

 

●「日本工芸産地博覧会大阪２０２１」開催 

１１月２６日（金）～２８日（日）の３日間、大阪吹田市の万博記念公園において、（一社）日

本工芸産地協会主催の「日本工芸産地博覧会」が開催された。全国各地から５０余社の職

人が集い、実演・体験を通して匠の技を披露、３日間で延べ２万人が来場した。 

繊維企業は２０余社が出展、綿工連傘下では泉州組合の平山繊維がブースを構え、糸

車を使った糸つむぎとコースターづくりのワークショップを開催した。 

 

●せんば適塾「サステナブル」を発信する一日 

１１月３０日（火）、大阪綿業会館において「せんば適塾」が大阪商工会議所との共済で展 

示商談会＆セミナーを開催した。 第１０回目となる今回は関西の繊維産地のテキスタイルメ

ーカーを中心に、プリントやラメ糸、皮革などのファッション関連企業などが出展。また、大阪

商工会議所と連携し、サステナブル商品を取扱うアパレルや商社、副資材メーカーなどとの

 

「ビワタカシマ素材展」開催／「日本工芸産地博覧会大阪２０２１」開催／せんば

適塾「サステナブル」を発信する一日／綿工連産地組合事務局会開催／日中

韓繊維産業協力会議開催／下請取引適正化要請／コロナ克服・新時代開拓

のための経済対策／雇用調整助成金特例措置等延長／第１４０回繊維通商

問題委員会開催／ＲＣＥＰ協定２０２２年１月１日発効／冬季エネルギー対策に

ついて／令和３年度第一次補正予算案閣議決定／綿工連産地・企業の新聞記

事一覧（２０２１年１１月）／特許公開情報 
                                                   

 

主 な 内 容 
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展示商談会となった。綿工連傘下企業から、和紙の布（大阪南部）、大城戸織布（播州）が

出展。また、同時開催の大阪商工会議所「ファッション・イノベーション展」に高麻（高島）が

出展した。 

 

●綿工連産地組合事務局会開催 

１１月１５日（月）、大阪綿業会館において綿工連傘下産地組合の事務局会が開催された。

前回２０１９年広島産地において開催された拡大近畿以西事務局会の場で、綿工連として

は産地組合も減少する中、地域を今までの近畿以西と限定せず傘下全産地の組合事務局

の情報交換の場としたいと諮ったところ各組合事務局の了承を得たので今回の開催となっ

た。綿工連傘下産地から１０組合の事務局が出席した。 

当日は、出席産地の概況や組合の抱える問題点等について情報交換を行った。次回は

２０２０年に開催予定であった知多産地と決定した。 

 

●日中韓繊維産業協力会議開催 

１１月１６日（火）、大阪帝国ホテルにおいて日本繊維産業連盟、中国紡織工業連合会、

韓国繊維産業連合会、の３か国をオンラインで結んで開催され、綿工連より平松会長、金澤

専務理事が出席した。当日は、日本３４名、中国１９名、韓国３０名の計８３名が参加。「各国

の繊維産業の現況」報告に続き、３カ国共通テーマとして、「通商問題」、「繊維産業のサス

テナビリティ」、「ファッション＆テクノロジー」について、各国の専門家から報告の後、意見交

換が行われた。最後に 『日中韓繊維業界は、世界の繊維産業における３カ国の重要性を

鑑み、引き続き各分野において対話を行い、課題の解決に向けて協力を進めていく』を趣

旨とした合意書を採択した。 

 

●下請取引適正化要請 

１１月１６日、経済産業省は下請取引の適正化を推進するため、関係事業者団体に対し、

経済産業大臣及び公正取引委員会委員長の連名による文書をもって下請取引の適正化

（下請代金支払等の適正化、最低賃金の引上げや働き方改革に伴う下請事業者への不当

なしわ寄せの防止、「パートナーシップ構築宣言」の推進等）を要請した。 

〇要請の具体的な内容 

https://www.meti.go.jp/press/2021/11/20211116002/20211116002-1.pdf   

 

●コロナ克服・新時代開拓のための経済対策 

１１月１９日、政府は人や事業者を支援する給付金を柱とする経済対策を閣議決定した。

財政支出は過去最大の５５.７兆円、事業規模は７８.９兆円に上る。 

中小企業対策として、新型コロナウイルスの感染拡大で売り上げが減少した中堅・中小・

小規模事業者、フリーランス、個人事業者に対し最大２５０万円を支給する「事業復活支援 

https://www.meti.go.jp/press/2021/11/20211116002/20211116002-1.pdf
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金」について、２０２１年度補正予算案に約２兆８０００億円を計上する方針を固めた。また、

事業再構築や生産性向上に取り組む中小企業を支援する。 
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〇事業復活支援金 
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●雇用調整助成金特例措置等延長 

新型コロナウイルス感染症に係る雇用調整助成金・緊急雇用安定助成金、新型コロナウイル

ス感染症対応休業支援金・給付金の特例措置について、２０２２年１～３月まで延長される。具体

的な助成内容は厚生労働省令の改正が必要となるため、内容が変更となる可能性もあるとして

いる。 

２０２２年４月以降の取扱いについては、「経済財政運営と改革の基本方針（２０２１年６月１８日

閣議決定）」に沿って、雇用情勢を見極めながら具体的な助成内容を検討の上、２月末までに

改めて発表される。 

〇２０２２年１月～３月の具体的な助成内容 

https://www.mhlw.go.jp/content/11600000/000782480.pdf    

※新型コロナウイルス感染症で影響を受ける事業者への支援パンフレット（随時更新） 

https://www.meti.go.jp/covid-19/pdf/pamphlet.pdf    

 

〇業種別支援策リーフレット（製造業向けは ３／１８～４／１８ページ）      

https://www.meti.go.jp/covid-19/leaflet/leaflet.pdf       

 

●第１４０回繊維通商問題委員会開催 

１１月５日（金）、繊産連の第１４０回繊維通商問題委員会がオンラインで開催された。議

題は、（１）日本の繊維貿易の現況について（２０２１年１～９月期・２０２１年９月）、（２）日中韓

繊維産業協力会議 通商問題セッションについて、（３）各国とのＥＰＡ交渉状況について。 

１. 輸出入全般の動向 

 ２０２１年１－9 月期の繊維貿易 

 
円ベース ドルベース 

百万円 前年同期比（％） 百万ドル 前年同期比（％） 

輸 出   ６２４,２７９ １１３.２ ５,７４６ １１２.１ 

輸 入 ２,８５２,４１７ 

 

 

 

 

９３.８ ２６,２９５ ９２.９ 

① ２０２１年９月単月に関しては、輸出は円ベースで７１,７８１百万円（前年同月比１２２.６％、 

輸入は円ベースで３７２,８７７百万円（前年同月比９７.８％）。 

②２０２１年１－９月累計の繊維品別輸出入実績に関しては、輸出（円ベース）の前年同 

期比は繊維原料は１０４.１％、糸類（紡績糸・合繊糸）は１２３.５％で、うち綿糸は 

１３１.５％、毛糸は１１７.７％、合繊糸は１３０.４％。織物は１０１.９％で、うち綿織物は 

１０６.８％、毛織物は 92.０％、合繊織物は１０３.１％。二次製品は１１９.４％。 

輸入（円ベース）の前年同期比は、繊維原料は１０７.０％、糸類（紡績糸･合繊糸）は 

１１６.９％でうち綿糸は１３０.１％、毛糸は７３.５％、合繊糸は１２０.５％。織物は１００.３％、

https://www.mhlw.go.jp/content/11600000/000782480.pdf
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うち綿織物は９４.６％、毛織物は６０.１％、合繊織物は１０９.５％。二次製品は９２．９％。 

２. 各国・地域別輸出入の動向 

 〇輸出（２０２１年１－９月累計） 

   Ⅰ.２０２１年１－９月の前年同期比（円ベース）は、東南アジア（中国含む）向けは 

１０９.３％、欧州１２０.５％、米州１２９.４％。 

 Ⅱ.アジアにおいては中国が１１２.６％。シェアは２７.９（前年同期比－０.２ポイント）。

アセアン主要国は前年同期比でインドネシアが１０６.２％、ベトナム１０４.９％。タイ

は１３７.５％と増加。アセアン全体では１０７.９％、シェアは２３.３％（前年同期比 

－１.２ポイント）。アセアン以外ではインドが１４２.７％と増加が続く。パキスタン 

１００.９％、バングラデシュが１１９.７％。 

  〇輸入（２０２１年１－９月累計） 

   Ⅰ.２０２１年１－９月累計の前年同期比（円ベース）は、東南アジア（中国含む）が 

９３.３％、欧州１００.２％、米州９９.１％。 

   Ⅱ.アジアにおいては中国が８９.２％、シェアは５５.６％（前年同期比－２.８ポイント）と

減少。アセアン主要国ではインドネシア９４.６％、ベトナム８９.８％、ミャンマーが 

６８.５％と減少が続く。マレーシアは１８７.０％と好調継続。アセアン全体では 

９８.２％、シェアは２８.３％（前年同期比＋１.３ポイント）。アセアン以外では パキス

タンが１１６.４％、バングラデシュ１１０.４％と増加。 
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●ＲＣＥＰ協定２０２２年１月１日発効 

１１月２日、オーストラリア及びニュージーランドが地域的な包括的経済連携（RCEP）協定

の批准書を寄託者であるＡＳＥＡＮ事務局長にそれぞれ寄託した。これによって協定の発効

要件が満たされ、日本及び寄託を終えたオーストラリア、ブルネイ、カンボジア、中国、ラオ

ス、ニュージーランド、シンガポール、タイ、ベトナムの９か国について、２０２２年１月１日（土）

にＲＣＥＰ協定が発効することとなる。 

ＲＣＥＰ協定は、少なくとも６のＡＳＥＡＮ構成国である署名国及び少なくとも３のＡＳＥＡＮ

構成国でない署名国が批准書、受諾書又は承認書を寄託者であるＡＳＥＡＮ事務局長に寄

託した日の後６０日で、寄託をしたこれらの署名国について効力を生ずることとなっている。   

 

●冬季エネルギー対策について 

１１月５日、冬季の省エネルギーの取組を促進するため、省エネルギー・省資源対策推進

会議省庁連絡会議で「冬季の省エネルギーの取組について」が決定された。この決定に基

づき、１１月から３月までの冬の省エネキャンペーンの期間において、各方面に省エネルギー

の取組を呼びかけ、国、地方公共団体、事業者及び国民が一体となった省エネルギーの取

組をより一層推進することとしている。 

〇工場・事業場関係について 

 工場・事業場における省エネ法に基づくエネルギー管理の実施  

以下に掲げる取組の推進を含め、省エネ法に基づく適切なエネルギー管理を実施する

こと。なお、特定事業者においては、平成２８年度から開始した「事業者クラス分評価制度」

※によるＳＡＢＣの評価も踏まえた取組を行うこと。  

・事業者全体としての管理体制の整備、責任者の配置及び省エネ目標に関する取組方 

針等の策定を通じて、省エネルギーを推進すること。 

・省エネ法の「工場等におけるエネルギーの使用の合理化に関する事業者の判断基準」

に基づく設備の管理標準の策定・実施など、適切なエネルギー管理を実施すること。  

・省エネ法の「工場等における電気の需要の平準化に資する措置に関する事業者の指 

針」に基づく電気需要平準化時間帯における電気の使用から燃料又は熱の使用への 

転換、電気需要平準化時間帯以外の時間帯への電気を消費する機械器具を使用する

時間の変更など、電気需要平準化に資する措置を実施すること。 

※事業者クラス分評価制度については本誌６月号に掲載。 
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●令和３年度第一次補正予算案閣議決定 

１１月２９日、令和３年度（２ ０ ２ １年度）第１次補正予算案が閣議決定された。一般会計

歳出３５兆９,８９５億円で補正予算としては過去最大となる。この内新たな経済対策には 

３１兆５,６２７億円を計上。経済産業省中小企業関係は３兆８,５９４円。 
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◎中小企業関係予算案 
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●綿工連産地・企業の新聞記事一覧 （２０２１年１１月） 

 

 繊維ニュース  

１１月 １日 ＜ビワタカシマ２３春夏＞ １１月１１（木）、１２日（金）に大阪展 サステ素材めじろ押し  

１１月 ２日 『特集 ビワタカシマ２３春夏』 【高島ちぢみ】【高島帆布】の提案再開 

１１月 ２日 【瀬戸内カレッジ】 福山チームが市内ツアー 篠原テキスタイルを訪問（広島） 

１１月 ２日 ＜繊博＞ 現場の生の声伝える 学生向けオンライン産地ツアー（岡山・備中） 

１１月 ４日 福山シティＦＣ “戦いの証”デニムの色落ちで 地元メーカーと開発のジーンズ販売（広島） 

１１月 ８日 ９月の岡山県織物生産 今年初の３０万平方メートル超え（岡織工組纏め） 

１１月 ９日 「泉州の平山繊維」 ＜日本工芸産地博覧会＞出店 

１１月 ９日 ＜繊博＞ 全国の学生１７００人参加 オンラインで産地ツアー（岡山・備中） 

１１月１２日 ＜ビワタカシマ＞ 天然のサステ生地に脚光 有機栽培綿、和紙、ヨシなど 

１１月１９日 【ジーンズソムリエ】 合格者対象にオンラインツアー 織り(「ショーワ」)から縫製、加工まで見学 

１１月２２日 「播州織産元の桑村繊維」 部署ごとの個性を発揮 消費呼び起こす提案を 

１１月２４日 高島産地 綿糸高騰、再度の値上げへ 糸不足も顕在化 

１１月２４日 三備産地 オンライン工場見学広がる 学生１７００人が視聴するケースも 

１１月２４日 「タカヤ商事・ワークウエア事業」 ブランド２本柱の販売堅調 今期の増収確保見えてくる 

１１月２５日 ＜ビワタカシマ大阪展＞ 来場者減も中身濃く 

１１月２５日 播州織産地 コストアップに苦しむ 産元「板挟みの状態」 

１１月２９日 『特集 播州織総合素材展２０２２』 ＪＦＷ－ＪＣ展で魅せる 活気を呼び込むチャンス  

１１月３０日 ＜ＪＦＷ－ＪＣ＆ＰＴＪ＞ アフターコロナ見据え、熱い商談に期待 

         「古橋織布」 綿中心に秋冬を意識（遠州） 

         「北播磨地場産業開発機構」 播州織の魅力をアピール 

１１月３０日 【和泉木綿】 小学生に地場産業伝える 講師に飯田産業飯田耕平代表も（泉州） 

１１月３０日 「タカヤ商事レディースカジュアル」 店頭購買回復へ期待 ２２春は鮮やかさ強調（備中） 

１１月３０日 【縫製ばぁ】 《ユーチューブ１０１のストーリー》に選出（岡山） 

１１月３０日 「カイハラ」 “モンスター”で垣根越える 生産など拡充しカジュアル以外も（広島） 

 

繊 研 新 聞 

１１月 ５日 高島織物工協組 ビワタカシマ素材展開く １１月１１（木）、１２（金）大阪で  

１１月１６日 「玉木新雌」 循環型の物作りや産業観光に力（播州）  

１１月１６日 【ジーンズソムリエ】 第８回合格者対象に製造現場オンラインツアー 「ショーワ」ほか見学 
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１１月１７日 ＰＴＪ２２秋冬、ＪＦＷ－ＪＣ２０２２プレビュー  

         「播州織総合素材展２０２２」 進化する先染め素材披露 

         「カイハラ」 環境対応で短納期小ロット（広島） 

１１月２４日 「高級カーテン製造卸の維研」【クールシルバー】製品アンバサダー募集（江南） 

●特許公開情報 

２０２１年１１月に公開された織物の製造方法に関する、特許公開情報です。 

特許電子図書館 HP： https://www.j-platpat.inpit.go.jp/ 

検索範囲： 4L048, D03D1/00～D03D27/00  

 

 

 

 

[特許公開情報] （２０２１年１１月公開分） 

＜11 月分＞   

項番 文献番号 出願人 発明の名称 

1 特開 2021-172188 豊田合成(株) 車両内装部材 

2 特開 2021-176711 
ハネウェル・インターナショナ

ル・インコーポレーテッド（米） 
低空隙率で高強度のＵＨＭＷ－ＰＥ布帛 

3 特開 2021-177026 伊澤タオル(株) タオル地 

4 特開 2021-178764 旭化成(株) 
ガラス糸、ガラスクロスの製造方法及びガ

ラスクロス 

5 特開 2021-179046 旭化成(株) 
ガラスクロス、プリプレグ、及びプリント

配線板 

6 特開 2021-179053 東レ(株) 
吸湿性および耐摩耗性に優れた海島型複合

繊維 

7 特開 2021-181639 

ユニチカ(株) 

日本エステル(株) 

ユニチカトレーディング(株) 

再生ポリエステル繊維及び混繊交絡糸 

8 特開 2021-181646 帝人(株) 布帛および繊維製品 

9 特開 2021-181647 帝人(株) 布帛および繊維製品 

10 特許 6958829 
大照(株) 

(株)ジャテック 
織物 

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/
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１１月の 行事  

１１月 ５日 ………… 第１４０回繊維通商問題委員会 《オンライン》 

１１月 ８日 ………… 綿スフ工連／綿工連／同交会監事会（綿工連会館） 

１１月１１～１２日………第３６回ビワタカシマ素材展２０２３春夏（大阪・綿業会館） 

１１月１５日 ………… 綿工連産地組合事務局会（大阪・綿業会館） 

１１月１６日 ………… 第１０回日中韓繊維産業協力会議（帝国ホテル大阪） 

 

１２月以降の 行事  

１２月 ４日 ………… 綿工連綿’ｓ倶楽部委員会（大阪・綿業会館） 

１２月 ７～８日 ……  ＪFW-Premium Textile Japan ２０２２ Ａ/Ｗ、JFW-Japan Creation ２０２２ 

（東京国際フォーラム） 

１２月１５日 …………  繊産連常任委員会（東京・日本橋） 

１２月２０日 …………  第１０回繊維産業技能実習事業協議会 《オンライン》 

１月１１日 ………… 繊産連監査委員会（東京・繊維会館） 

３月 ５日………… 綿工連綿’s 倶楽部全国交流会（横浜） 
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